
 

1 
 

鶴ヶ島市附属機関会議録 

【開催概要】 

会議名 令和８年度第１回南小・中学校 学校運営協議会 

日時 
令和８年５月１２日（火曜日） 

１４時２０分～１５時５０分 

場所 南中学校 翔南ルーム 

出席委員 

内野泰委員、大塚委員、佐藤孝委員、佐藤嘉委員、佐鳥委員、井上委

員、朝生委員、三浦委員、藤尾委員、田中委員、黑川委員、宇津木委

員、内野昌委員、高橋委員、丸委員、田中美委員、田中仁委員（南中

校長）、中田委員（南小校長） 

欠席委員 久保田委員、金泉委員、廣田委員 

事務局 
南小学校 教頭、事務主任 

南中学校 教頭、事務主査 

議題 

（１）南小・中学校 学校運営協議会会長・副会長の選出について 

（２）学校運営協議会概要・議事録確認 

（３）令和８年度南小・中学校 学校教育目標及び学校経営方針に

ついて 

（４）その他 

配布資料 

・令和８年度第１回鶴ヶ島市立南小中学校学校運営協議会式次第 

・南小・中学校 学校だより及び活動の様子 

・令和７年度第５回学校運営協議会議事録 

・令和８年度南小・中学校 学校経営方針 

・ボランティア振り返りの会 記録 

・「地域とともにある学校」へ 

・令和８年度 第１回地域学校保健委員会の出席について（依頼） 

・令和８年度 第 2回学校運営協議会の開催について（通知） 

公開・非公開 公開 

傍聴人数 ０人 

会議要旨 

（１）南小・中学校 学校運営協議会会長・副会長の選出について 

・指名推薦により決定した。 

（２）学校運営協議会概要・議事録確認 

・前回の議事録と学校運営協議会の意義について確認した。 

（３）令和８年度南小・中学校 学校教育目標及び学校経営方針に 

ついて 

・校長が運営方針について説明した。 

（４）その他 

・学校の様子、各団体の今後の予定について報告した。 
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【議事概要】 

 

〇校長あいさつ 

学校と地域の連携による教育の重要性と協力依頼 

 

○委嘱状の交付 

・委嘱状の交付  

・教育長のことばの代読（協議会の役割と社会総がかりの教育の推進） 

・委員、事務局の自己紹介 

 

 

 

 

 

・立候補者なし 

・指名推薦に切替えたところ宇津木委員を推薦する声があり、異議なしと認められ 

 宇津木委員を会長に決定した。 

・副会長は会長による指名推薦で高橋委員に決定した。 

・定足数の確認が行われ、欠席者は３名で出席者が委員の過半数を超えたため本会は 

成立した。 

 

 

 

 

 

 

・学校運営協議会は年５回開催予定 

・前回議事録確認 

 

 

 

 

 

＜南小校長＞ 

○グランドデザインをベースに説明した。 

・学校教育目標は抽象的だった部分を変更した。 

・目指す学校像に今までの学校教育目標を引き継いだ。 

・目指す児童像は小中共通の「自信をもって行動できる生徒」を追加して継続性を意 

識した。 

 

＜会長＞ 

幼稚園、保育園との連携とは？ 

議題（１） 

南小・中学校 学校運営協議会会長・副会長の選出について 

議題（２） 

学校運営協議会概要・議事録確認 

議題（３） 

令和８年度南小・中学校 学校教育目標及び学校経営方針について 
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＜南小校長＞ 

・小学校へあがってくる段階の情報共有が大事ととらえている。 

・小学校になると生活のメインが学習になるため、保育とは異なる。それまでの子供 

たちの様子をしっかり引き継ぐ。 

・そのまま６年間過ごしたものをスムーズに中学校へつなげるようにする。 

 

＜委員＞ 

今まではあまりしていなかったのか。 

 

＜南小教頭＞ 

６月に幼稚園、保育園に学校に来てみてもらう。２月には新入学時の情報連携があ 

る。１月には小学校見学がある。過去からやっている。 

 

＜南中校長＞ 

・最適解を導き出す力をつけさせたい。 

・学校朝会で学校教育目標を知っているか聞いたところ、手が挙がったのは三分の一 

程度だった。日々の言葉で子供たちに伝えていく必要を感じた。 

・目指す生徒像は小中共通であり、９年間かけて目指す。 

・教職員一人一人が学び続け、指導者というよりも伴走者を目指す。 

・来校者に対して教職員がまず声かけをしてその姿を見せられるようにする。 

・学び合いで取り残さない。質の高さを求め、見届けまでやる。担任一人で抱え込ま 

ない。 

・「安全で潤いのある教育環境」とは、大人の立ち居振る舞いで示す。 

・最重要キーワードは「生徒を主語にした教育活動」 

 

＜委員＞ 

先生も個人個人いろいろな人がいると思う。校長、教頭だけでなく教師の普段の振 

る舞いが教育の仕方となるが、実際どのように考えているか？ 

 

＜南中校長＞ 

・いろいろな職員がおり、価値観がある。 

・校長が繰り返し指導する場を用意し、年度当初に伝えただけにしない。 

・生徒指導部会等内部にも組織があるので、今後ボトムアップでアイディアが出てき

たらうれしい。 

 

＜会長＞ 

学年担任制の推進とあるが、学校だよりにも記載されている。 

 

＜南中校長＞ 

・どの先生に相談してもよい、というニュアンスがある。 

・学年主任は担任業務もやっている。 
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①情報交換 

〇学校全体の様子 

南小中学校の教頭が資料を基に学校での活動の様子を報告した。 

 

〇地域の様子 

防災訓練、農業体験、夏祭り等各団体の今後の予定を確認した。 

 

②地域ボランティア振り返りの会について 

中学生の主体的参加とその意義、地域交流の効果を確認。 

 

③学校への意見・要望等について 

＜委員＞ 

感想になるが、グランドデザインで幼保小連携の推進とあったが、学校同士だけで

なく地域でもできたらより推進できると思った。子供と親の不安感を取り除くこと

が一番の成果だと思う。わいがやは未就学児が学校に来る機会だが、また違ったか

たちで行えたら推進の厚みが増すのでは。そういった議論がこの場でもできたら、

協力で推進力をあげられたら面白くなると思う。例えばだが、学校探検ツアーを行

い、子供が探検している間に保護者の不安を取り除けるような情報提供をするなど。

学校だけに任せるのではなく他の人も協力して行えば。 

 

＜会長＞ 

ＣＳマイスターを呼んだ際の南小中学校の地域の魅力探しの中で出てきたように、

議論していいところを考えていければと思っている。 

 

＜副会長＞ 

南中学校について、３年生だけ担任が多いのか？ 

 

＜南中校長＞ 

各学年２クラスずつである。本来であれば各学年に主任、担任、副担任の人数を配

置したいところであるが配当的に叶わず３年生だけとなっている。 

 

〇次回以降の日程を確認して終了した。 

 

 

議題（４） 

その他 


